
昭和新山国際雪合戦 25回大会におけるルール改定について 

道央ブロック選手アンケート集計            サンプル数  30 

 

 

①  ３６ｍコートサイズについて           ・賛成 ：２７ 

                           ・反対 ：  ３ ※他の条件付き 

 

 

② センターシェルター90㎝              ・賛成 ： ３   

                                                   ・反対 ： ８  

                                   ･やってみないとわからない ：１９ 

 

③ センターシェルター90㎝にする理由           

［＝スタート時のセンターシェルターでの混戦（いわゆるガチンコ）の回避］ 

                                                    ・賛成  ：  ４   

･ 反対 ： １１  

･やってみないとわからない ： １４ 

 

④ センターＳを90㎝にすること「ガチンコ」が無くなると思いますか。   

･思う   ： ６ 

･思わない ： ９ 

・やってみないとわからない ：１４ 

 

  ⑥ 1シェルを外側へ１ｍ移動することについて  

［＝センターシェルターが90㎝になることでセンターの選手が当たりやすくなる為］ 

・賛成  ： ６ 

・反対  ： ６ 

・やってみなければわからない  ：１７ 

 

⑧「アウトではないこと」セーフコール導入で明確に。について 

・賛成  ：２４ 

・反対  ： １ 

・やってみないとわからない  ： ５ 

 

⑩ フライイング行為は選手がアウトとなる      ・賛成  ：２７ 

                            ・反対  ： ３ 

 

⑪ 中断時の再開スタートは 雪球の持ち直しも可とする。両チームとも1人1球以下。 

                                 ･賛成  ：２５      

･反対  ： ３ 

                                                    ※無しその他  ： ２ 

   

   

   

   

   

   

 

 

 



⑤ センターＳ90㎝にすることについての意見  

 
  ・180cmのままで ガチンコがなくなる方法を考えてはどうか？ 1セット相互制や、 

スタート球 １球制限 など 

       

   

    

   

    

 

    

 

    

 

センターをとるのが難しくなるため，選手は守り入り，試合が硬直するということは有りませんでしょうか。 

 

 センターが大きいことで２トップが生まれ，雪合戦の戦術に幅が出来，それがチームカラーにもなり，雪合戦

の魅力の一つだと思っている。戦術が狭まるということは，同じような試合展開が増え，見ている側としてつま

らなくならないか心配です。また，技術（精度やスピード）を戦術でカバーするという競技としての面白みも減

ってしまうような気がします。 

 センターガチンコを無くしたいのは理解できますが，２トップという戦術を無くすことで 

競技自体の幅を狭めてしまうような変更はして欲しくありません。 



 

＿ガチンコの有無はともかくとしても，チームの戦術や特色が出なくなり， 

スポーツとして幅が狭くなるように思います。  

 

「ガチンコ」を無くす必要はなく，ガチンコに対応できるよう審判の質を向上すればいいという思いもあるが，

出場チームの選手（ほぼ審判未経験の者を含む）が交代で審判を行うという運営方法を考慮すると，「ガチンコ」

を無くす方向でルール改正するのは，仕方がないと思う。 

 

＿雪合戦の基本的な布陣は、現行ルールにおいて2トップ、１トップ、トップなしの３つしかない。センターシ

ェルターを半分にすると、１トップとトップなしの２つしか基本布陣がないことになる。これは雪合戦の戦術を

著しく制限することになり、競技の面白みを著しく損なうことになると考える。どのような過程を経てこの結論

に至ったのか不明だが、③の理由でルール改正するとしても、センターシェルターを小さくする前にできること

はまだあると思う。 

 

＿やってみないとわからないことが多いと思うが、「ガチンコ」回避なら、スタートからある一定の時間はセンタ

ーに入るのを禁止するとか、スタート時の持ち球の数を2球から1球にするとか、方法はあると思います。セン

ターの90cmが臨場感ある、見ていて迫力のあるものであればいいのですが…。 

 

ガチンコ回避を考えた審判目線のルール改正にしか思えない。互いが１シェル同士に 

張り付くこととなり、試合が動きにくく、スポーツとしてつまらなくなると思う。特に女子も同じルールで試合

を行うのであれば、肩のないチームは全く勝てなくなると思う。 

 

＿同じようなプレイスタイルとなり 面白みに欠けるような気がする。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

センターシェルターを 90cmにすると、現在でさえリスクとトントンなのに、センターを取るメリットがさらに

低下すると思います。センターは敵から広い角度で攻撃を受けることになりますので、即死は免れません。やっ

てみないと分かりませんが、もし仮にガチンコが減ったとしても、戦略性が低下し、試合の膠着化につながるの

ではないかと予想しています。 

 

この競技の本質が変わるほど大きな問題だと思います。一度変えるとすぐには戻せないでしょうし，頻繁に変

更すべきではないと思うので，慎重に判断すべきと考えます。その上で皆が納得できるよう，しっかりした説明

をしていただきたいです。 

９０ｃｍ・・・アウトにされ易い →ガチンコ激減 →引いて戦う →試合が盛り上がらない →雪合戦の発展

に悪影響  という構図が思い浮かびます。 

センターを取るメリットが存在する限り，ガチンコは回避不能だと思います。しかし，そのメリットが無くなれ

ば引いて戦うこととなり，ループの少ないストレート中心の試合展開となるでしょう。そうなると，戦略の幅が

狭くなり，観戦しているギャラリーもつまらないと感じるのではないでしょうか。また，肩が強いチームしか勝

ち上がれなくなることも懸念されます。 

極端な変更はバランスが大きく崩れる要因となりますので，例えば１２０ｃｍ（２／３）とした場合，多少はア

ウトにされにくく，ガチンコも減り，試合の醍醐味も保てるのではないでしょうか。さらに１シェルを外側へ移

動しなくても済むと思います。この辺は実際に試してみないと見えてこないかもしれません。１３５ｃｍ（３／

４）等の選択肢も考えられます。 

 

(ア) ２センターがなくなり戦術が狭くなりチームの色がなくなり反対 

(イ) センターは一人しかスタート時にはいけない形にしたらどうでしょうか？ 

(ウ) ９０ｃｍは狭すぎて花であるセンターでの攻防がなくなってつまらなくなる。 

(エ) センタータイプ・セカンドタイプといろんなタイプがいるからこそ楽しいのに「ガチンコ」をなくすため、

誤審をなくすための理由で９０ｃｍにする理由はありあない。 

 

＿それなりの大会で試合数を重ねてみないと判断できないと思います。試してみるのは賛成です。 

 



 

 

＿センターの選手が被弾しやすくなるので、ガチンコは減ると思う。 

 

＿ガチンコ防止の一助にはなるかと思いますが、センター確保が身上のチーム同士の対戦となれば、 

ガチンコは起こるとは思います。 若干ジャッジしやすくなるかもしれませんが。＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

⑥ 1シェルを外側へ１ｍ移動することについて 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
＿この点はセンターシェルターが90cmになることが前提ですが，当たりやすさを回避することができる 

のであれば，攻撃する側の技術が必要になるので，賛成です。 ＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

１シェルを外側へ移動することによって，センターシェルから1シェルへの距離は長くなったが，その代わり，

センターシェルに入った選手から見ると，相手 1 シェルから投げられる雪玉が，（相手 1 シェルが左投げだと特

に）横から来る感じになる。しかし，相手1シェルの逆側に寄ってしまうと，相手2シェルの射程に入ってしま

う。そのため，センターシェルに入る選手の生存率がかえって下がる気がする。 

 



＿やってみなければわからないが、１シェルからの角度がより大きくなれば、より当たりやすくなるのでは、と

思われる。当たらなくするならば１M内側に移動、ではないだろうか？ 

 

＿一度試してみましょう＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

センターシェルター案が反対の為自動的に反対です。基本的にシェルターの位置をずらすことは 

反対です。 

 

審判の見る範囲が広角になるが センター付近の攻防が活性化してよいかも ＿ 

 

1 シェルが角度的にさらに外にずれることで、センターシェルターのリスクが上がるのでは？それなら 50cm 程

度後ろに下げてはどうでしょうか。＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

根本的に雪合戦が変わってしまう気がして賛成できません。 

 

 

 

＿シェルター間の幅が出来る為、ロブよりも直球への依存が強くなり、シェルターにいる選手は個々の能力（肩

の強さ）がより求められるようになると思う。 → 雪合戦未体験者（野球未経験者）からすると、雪合戦の敷

居が高くなると思う。 

ロブによる攻撃、またロブによるセット攻撃等の威力が弱くなると思う。＿③90cm と合わせて考えると、③だ

けで良かったと思う。 

センター選手を生かし易くするための１シェル移動は必要は無いと思います。センターはアウトのリスクが高い

方が、試合が動きやすく面白い。また、センターに入るリスクを下げてしまう（つまり生き易くする）ことは、

センター奪い合い（ガチンコ）の激化を呼び戻すような気もします。 

 

 

⑧  セーフコールの導入について 
 

＿聞き間違いなどでゲームの進行がスムーズでなくなることは考えられませんでしょうか。＿ 

 

＿わかりやすくて良いと思う。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

  やらない理由は無いけど，定める必要も無いのではないか。審判講習などで，選手から求められた場合や 

きわどいプレーに対してはセーフコールをするように要請すれば良いのでは？明確に規則等で定めると， 

選手と揉めることにならないだろうか？審判がやらなかったからとか。 

 

 

＿審判の技術をまだまだ向上させてからでなければ，複数のコールをすることは混乱を招く可能性があると 

思います。これまで同様に，きわどいプレーや選手自身が迷って審判を見た時などに，知らせてあげる方法が 

適当だと思います。 

 

現在は，審判二人の内，片方がコールせずもう片方がアウトコールをした場合は，アウトコールを行った審判

に従うこととなっているが，片方がセーフコール，もう片方がアウトコールを行った場合，どちらに従えばいい

のかわからない。 



試合中の混乱を避けるためにも，審判がはっきりコールすることが今以上に求められると思う。 

 

 

 ＿ゲーム中の選手にはあまり意味はないと思うが、対観客へのちゃんとジャッジはしているというPRに 

はなると思う。 

 

 

 ＿審判がきちんと見ているということを観客にも理解してもらえると思う。（合わせてシェルターに 

当っていたのであれば「シェルター」と言葉を発しても良いと思う。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 ・審判がしっかりと判定をしていることが伝わるので良いと思う。 

 

 ・自分も主審をやる際には、最近、セーフコールを言う用にしていますが、言ってくれるとはっきり 

してやりやすいです。 

 

 他の審判により判定が覆ることもあるので、アウトコールをかけた審判による取り消しの 

ゼスチャー等もあれば良いと思います 

 

 

・アウトなのに居座る選手もいれば，ワンバウンド等でセーフなのに自主的にコート外へ出る 

潔い選手もいます。近くの選手のアウトコールを自分だと勘違いしてしまう不運なケースもあります。 

セーフコールの導入により不公平をなくすことができ，不正行為も減ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

 

＿基本的には賛成だが、アウトコールを優先するのか、セーフコールを優先するのか明確にしておく必要がある

と思う。アウトかセーフかで、審判同士が揉めた場合、スピーディーな雪合戦の試合に置いて致命傷となる恐れ

がある。また、あまりジャッジが複雑になりすぎてもダメだと思う。＿ 

 

＿個人的にも既にジャッジに取り入れています。＿次の課題は、対面など、複数の審判が同時にアウトとセー

フをコール（またはジェスチャー）した場合の取り扱いかと思います。現状は、一つでもアウトコールがあれ

ばそれが正かと思います。（セーフが無い従来のジャッジ方針に則り）＿＿セーフコールを正式に取り入れるこ

とは大賛成なのですが、セーフコールの影響力（コールされたアウトを覆せるのかどうか）についても整理が

必要かと考えます。＿ 

 

●そのほかのコメント  
 

○３６ｍコートについて（反対の理由 

     ３６ｍコートにすること自体は賛成ですが，道央とバックライン，２シェルの位置が違い，やる意味があるのか分か

らない。バックラインが近いから逃げ役が光るし，２シェルが近いから攻撃の幅も出る。 

バックを２ｍ前に出しても，バックスが玉送りが楽なだけで，何ら４０ｍコートと変わらないのでは？ 

 

  コートサイズについて 

 36メートルコートに統一することには賛成ですが，バックスのエリアを狭くするだけの変更であれば 

意味がないと思います。 

   

３６ｍコートサイズについて 

  ・反対（36Mにするなら現行ルールの36Mを支持する。） 

 

フライング行為は選手がアウトとなる    

  ・賛成（現行のルールは厳しすぎる。「動作を開始」も曖昧すぎると思うが。） 

 

中断時の再開スタートは 雪球の持ち直しも可とする。両チームとも1人1球以下。 

   ･反対（細かい点が分からないので反対。２球以上持っていたらその場に置くの？） 

 

ガチンコ対案が必要であれば、 

 ・２対２以上のダンクを禁止するためにシェルター周辺へ侵入できる人数を制限する。（シェルターをある程度の大きさ

の四角形で囲み、その中に入れる員数を制限する） 

 ・あくまでもスタートのみにこだわるのであればセンターラインと１シェルの間にもう１本線を引き、その線を越えられ

る人数を一定時間制限する。ということをここ数年考えています。センターシェルターを小さくすることは断固反対で

す。選手ならばみんな同じではないですかね。要するに「面白くなくなる」。 よろしくお願いします。 

 

 

 

 



中断時の再開スタートは 雪球の持ち直しも可とする。両チームとも1人1球以下。 

         ･反対 ←球を持っていないチームによる意図的な中断行為は懸念されませんか？ 

    

   ２球以上持っていた場合は，そのままで良いのか，１球以下に減らすのか，どちらでしょう？ 

   そのままで良いなら「賛成」，減らすなら「反対」です。 

   また，減らす場合は，下に置く等の方法を明確にしておかないと混乱を招くと思います。 

 

 

   「全国から昭和新山国際雪合戦に参加されるチームのような高い競技レベルや、将来的な普及を考えると、早急

に、少しでも公正でわかりやすい競技とするための改善を加えたルールを制定する必要がある」ホームページに

記載がありますが、公正でわかりやすい、とはいったい誰に対してなのでしょうか。私には審判をする人にとっ

てとしか思えません。はたしてそれが公正なのでしょうか。私は雪合戦のプレイヤーでもあり、いちファンでも

あります。ツートップスタイルがもう見れなくなるのは単純に寂しいと思いますし、また今まで努力を重ねて積

み上げてきたプレースタイルが、コートそのものが変わることにより、無くなってしまうのはいかがなものなの

でしょうか。愚痴ばかりで大変恐縮ですが、一つの意見として聞いてほしいと思います。 

 

北海道雪合戦連盟道央ブロック 御中 

いつも大変お世話になっております。 

雪合戦チーム「奈緒ちゃん」の代表をしております，○と申します。 

今回提示されましたルール改正につきまして，当チームの意見をお送りします。 

なお，7名から回答を得ましたので，全てを回答させていただきます。 

私個人の意見としては，現在のルールは戦術の幅があり，場合によっては「下克上」も 

可能な良い仕組みだと思っています。 

この良さを損なわない改正となることを希望しています。 

以上，よろしくお願いいたします。 

 

道央ブロックルール改定担当者様 

大会運営及びルールの検討お疲れ様です。無い頭を振り絞って考えましたのでよろ 

しくお願いします。 

新しい取り組みが進み、雪合戦がより多くの人が参加するウィンタースポーツの場 

となる事を願っています。 

 

【送信者】炎のむち打ち同好会 代表 

 

 

■以上、選手の声：資料として提出します。ルール審判専門委員会の検証内容がすべて情報伝達されていない経緯 

    もあり、根本的な視点でこれまでと重複している意見もあります｡ 実質、現実的にすべて選手の意見を聞いて進める

事は困難だと思います。案に対しての関心のある選手から届いた、率直な声として参考にしていただければと思い

集約せずに連記させていただきました。 また、今後も 10月の検証をした上での声も聴いて参りたいと思います。  


